
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駒大のリーグ戦（１部）の過去戦績
＜第 54 回大会＞7 位※2 部降格 
＜第 57 回大会＞3 位 
＜第 58 回大会＞5 位 
＜第 59 回大会＞8 位※2 部降格 
＜第 65 回大会＞8 位※1 部残留 
＜第 66 回大会＞6 位 
＜第 67 回大会＞6 位 
＜第 68 回大会＞4 位 
＜第 69 回大会＞4 位 
＜第 70 回大会＞3 位 
＜第 71 回大会＞準優勝 
＜第 72 回大会＞5 位 
＜第 73 回大会＞準優勝 
＜第 74 回大会＞6 位 
＜第 75 回大会＞4 位 
＜第 76 回大会＞優勝 
※第 51 回大会（昭和 52 年）の入れ替え

戦で立教大に 4―0 と勝利し、初の関東２

部リーグ昇格。初の１部昇格を決めたの

は第 53 回大会（昭和 54 年）。昨年創部

71 年目にして悲願の初優勝を果たした。

 
２００３年 関東大学サッカー １部リーグ 表彰式   

表彰者一覧 
得点王（12ゴール）     鈴木孝明（筑波大４年）

アシスト王（７アシスト）  養父雄二（国士大１年）

新人賞           巻 佑樹（駒 大１年）

４年間連続出場       桶田 龍（東学大４年）

ＭＶＰ           中田洋介（駒 大４年）

ベストヒーロー賞      山崎雅人（国士大４年）

フェアプレー賞          該当校なし   

べストイレブン     ＧＫ牧野利昭（駒 大２年）

            ＤＦ小林 亮（駒 大３年）

              岩政大樹（東学大４年）

              桶田 龍（東学大４年）

              竹内 彬（国士大２年）

            ＭＦ橋本早十（駒 大４年）

 保坂一成（東学大３年）

              兵働昭弘（筑波大４年）

            ＦＷ赤嶺真吾（駒 大２年）

              原 一樹（駒 大１年）

              鈴木孝明（筑波大４年）

１部 終順位 
１位 駒澤大学 

２位 筑波大学 

３位 国士舘大学 

４位 東京学芸大学 

５位 亜細亜大学 

６位 中央大学 

７位 順天堂大学 

８位 日本大学 

グ
戦
の
閉
会
式
・
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。 

 

ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
に
は
駒
大
か
ら
、

Ｇ
Ｋ
牧
野
利
昭
、
Ｄ
Ｆ
小
林
亮
、
Ｍ
Ｆ

橋
本
早
十
、
Ｆ
Ｗ
赤
嶺
真
吾
、
原
一
樹

の
５
人
が
選
出
さ
れ
た
。
２
年
連
続
で

選
出
さ
れ
た
橋
本
は
「
運
が
良
か
っ
た

で
す
。
優
勝
の
お
ま
け
み
た
い
な
も
ん

で
す
ね
」
と
語
っ
た
。
新
エ
ー
ス
と
し

て
活
躍
を
見
せ
た
赤
嶺
は
「
１
年
間
通

し
て
の
結
果
な
ん
で
嬉
し
い
で
す
。
自

分
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
れ
ば
チ
ー
ム
も

負
け
な
い
と
思
う
し
、
や
っ
ぱ
り
責
任

感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

分
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と

決
意
を
新
た
に
し
た
。
１
年
生
な
が
ら

選
出
さ
れ
た
原
は
「
１
年
間
や
っ
て

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
（
ベ
ス
ト

イ
レ
ブ
ン
に
）
入
っ
た
の
で
嬉
し

い
。
慢
心
せ
ず
頑
張
る
」
と
喜
び
を

語
っ
た
。 

 

注
目
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
中
田
洋
介
が

受
賞
。
「
累
積
警
告
で
出
場
停
止
も

あ
っ
た
か
ら
取
れ
る
と
思
っ
て
な

か
っ
た
。
素
直
に
嬉
し
い
」
と
ま
さ

か
の
受
賞
に
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ

た
。 

 

ま
た
、
新
人
賞
を
受
賞
し
た
の
は

巻
佑
樹
。「（
賞
を
）
取
れ
る
と
は
思

っ
て
な
か
っ
た
。
（
原
）
一
樹
に
申

し
訳
な
い
で
す
ね
（
笑
）
」
と
謙
遜

し
た
。
ち
な
み
に
巻
の
実
兄
で
あ
る

駒
大
Ｏ
Ｂ
巻
誠
一
郎
（
現
・
ジ
ェ
フ

市
原
）
も
新
人
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。 

 

駒
大
は
最
終
節
の
国
士
大
戦
で

惜
し
く
も
負
け
を
喫
し
て
し
ま
っ

た
が
、
２
年
連
続
優
勝
と
い
う
最
高

の
形
で
今
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
閉
会
式
を
も
っ
て
第
７７

回

関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦
は

閉
幕
し
た
。
駒
大
だ
け
で
な
く
興
奮

と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
全
大
学

の
選
手
た
ち
、
あ
り
が
と
う
！

終
節
試
合
終
了
後
、
２
０
０
３

年
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

▲プレー面でも精神面

でもチームを引っ張っ

た中田はＭＶＰを受賞

▲ 後列左から岩政、竹

内、橋本、牧野、赤嶺、

鈴木。前列左から兵働、

小林、保坂、桶田、原

▲巻は１年生ながら優勝に貢献 

ベベスストトイイレレブブンン  

ＭＭＶＶＰＰ  中中田田  

新新人人賞賞  巻巻  

   
第８節

      ○
第 12 節

     
第 13 節

夏 
田、田 
中田、 
期開幕 
大に引 
力不足 

 後期に入り 

第 11 節の亜大 

の勝ち点「２」

は無かった。 

第 12 節の東学 

奪えない。逆 

フェンス陣の 

スタイム。中 

諦めない」駒 


